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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、国際英語論の視点から、独自的個性をもった成熟した日本人の英語
の存在を確認すること、及び、日本文化を反映した日本人英語への適切な理解と肯定的認識が日本人学習者の英
語による国際発信力の育成に肯定的な影響を与えることの検証であった。
日本人英語の文法特徴や語用論的特徴の分析を行い、モダリティ表現・間接表現・話題化の多用や、「意味的な
限定の緩やかさ」が見られるという結果を得た。また、コーパスから日本人学習者の英語発話量が他のアジア圏
学習者より少ない事実も判明した。大学生を対象に国際英語論の知識と「多様な英語への受容性・英語発信力」
との関係を調査し、相関性を持つことが確認された。

研究成果の概要（英文）：The aims of the present study are 1)to make clear grammatical and pragmatic 
features of Japanese English which reflect cultural characteristics of the Japanese language, 2) and
 to elucidate pedagogical effects of EIL/ELF theories in higher education. Characteristic features 
of Japanese English such as thematization, frequent use of empathic expressions, etc. were 
identified. Using the data from the Corpus ICNALE-Spoken, we examined the word-per-minute (WPM) in 
L2 English speeches by Japanese learners and found that the WPM of Japanese learners was less than 
the WPM of most Asian learners of English. We also identified some co-relation between learners’ 
familiarity to basic ideas of EIL/ELF and their commitment to English communication.

研究分野：人文学
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１．研究開始当初の背景 
国際的普及に伴う英語の変容は、英語を第
二言語として使用する Outer Circle 圏のみ
でなく、英語を外国語とする Expanding 
Circle 圏でも生じうるものであり、EC 圏に
属する日本人の英語も必然的に日本文化や
日本語の影響を受けて変容する。国際英語論
は母語話者英語至上主義を排し、英語の多様
化と英語変種間の平等性を指摘した点に意
義がある。本研究は科学研究費助成研究挑戦
的萌芽研究「日本人英語における『イノベー
ション』を国際発信力につなぐ国際英語教
育」（代表者小宮富子、課題番号 23652150、
平成 23年度～25年度）の発展的研究として
の位置づけを持っている。同研究では、アジ
ア10か国の英語学習者1300人のエッセイを
収録した学習者コーパス ICNALE を用いて
アジア諸国の学習者英語と日本の学習者英
語における高頻度語連鎖の相違を調査し、
「日本人の英語エッセイではモダリティや
対人関係性を反映する語連鎖の頻度が高く、
その特徴が習熟段階においても継続的に見
られる」という結果を得た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、これまでの研究をさらに
進めて（１）日本人英語の特徴（イノベーシ
ョン）を、A）「他の非母語話者英語と共通す
る特徴」と B）「日本語や日本文化を反映す
る日本人英語固有の特徴」に区別し、用例毎
にその生起理由を分析・分類すること、また、
（２）日本人英語と日本人の「言語自我」と
の関係に焦点を当て、学習者自身が日本人英
語を肯定的に受容することが「自分らしい英
語表現」への自信を高め、英語の効果的な内
在化を促進し、国際発信力の強化につながり
うることのエビデンスを提示することにあ
った。 
 
３．研究の方法 
本研究は平成 26年度から 28年度までの 3
年間で実施し、1) 国際英語論における先行研
究分析及び日本人英語の位置づけの確認，2) 
日本語や日本文化の特性に関する先行研究
の確認、3) 日本人英語における innovation A、
Bの抽出、4) 日本人英語への肯定的認識が学
習者の英語使用の質や意識に与える影響に
関する調査、の四点を関連づけつつ並行的に
実施した。 
 
1) 国際英語論における先行研究分析及び日
本人英語の位置づけの確認 
国際英語論研究の近年の動向を分析し、国
際英語理論の中で日本人英語がどのような
位置づけを持ちうるかについての分析を行
った。国際英語論の先行研究の分析について
は研究分担者の吉川が、国際英語論における
日本人英語の位置づけや研究動向の分析に
ついては主に研究代表者の小宮が担当した。 

 

２）日本語や日本文化の特性に関する先行研
究の確認 
文化の視点から日本語の世界観が日本語
の文法や語用論的特性にどのように反映し
ているかに関する確認作業と整理を行った。
この作業は主として小宮が担当した。 

 
3)日本人英語の innovation A、B の抽出 
国際的な学習者コーパス International 
Corpus Network of Asian Learners of 
English（ICNALE-spoken）を用いて日本人の
口語英語使用を英語母語話者や、アジア諸国
の非母語話者英語の特徴と比較した。１．日
本人英語学習者の発話量はどの程度で、習熟
度によりどの程度変化するか、２．母語話者
英語との相違はどの程度か、３．アジア圏の
英語学習者との相違はどの程度か、について、
1 分間の英語発話量の比較を行った。これに
関しては、主に研究分担者の石川が担当した。 
また、日本人英語の特徴を示す事例の抽出
にあたっては、日本人の高校英語教員による
自由英作文の主に質的分析を通して確認を
行った。この作業は主として代表者の小宮が
担当した。 
 
4）国際英語論の英語学習への効果 
国際英語論の考え方を知ることにより日
本人英語の捉え方に変化が生じたかどうか、
日本人英語を尊重する姿勢が英語による発
信力や発信姿勢に影響を及ぼすと感じるか、
などに関する意識調査を実施した。日本人英
語における日本文化特有の特徴に関する指
導が日本人大学生の英語の output や意識に
与える影響を、8大学 587人の大学生を対象
とする意識調査を通して確認した。 
 
４．研究成果 
1)国際英語論における日本人英語の捉え方 
現代英語の多様性と諸英語の位置づけに
関し、World Englishes（WE）, English as an 
International Language（EIL）, English as 
a Lingua Franca（ELF）を中心に分析し、
特に国際英語論における日本人英語の位置
づけについての考察を行った。WE理論では
日本人英語を含む Expanding Circle に属す
る英語への関心は相対的に低く、ELF理論で
は英語を systemではなくpractice として捉
える傾向にあり、「英語変種」に重きを置か
ない傾向がある。そのような学問動向の中で
本研究は、国際英語論のグローバリズムと
（Expanding Circle英語であっても）個別英
語の identityの尊重は両立すべきものであり、
日本人英語の肯定的受容が日本人の第 2言語
習得に効果を持ちうることを確認した。 
 
2) 日本語や日本文化の特性に関する先行研
究の確認 
 日本人の言語感覚の基底にある「対人意
識」や「主観性」が日本語の文法や語用論的
特徴にどのように反映しているかの確認を



行った。英語との対比で見た日本語の特性と
しては、主題優位言語であること、「ウチ・
ソト」の対立で周囲を捉える傾向があること、
客観世界よりも「世間」へと引き寄せた言語
表現を好むこと、「わきまえ」という共通感
覚への感受性が文法の根幹に存在すること、
様々な言語レベルで「曖昧さ」を肯定してい
ること、などが挙げられる。英語が「原因結
果関係」を基軸として世界を語るのに対し、
日本語は「主観性と共感性」の表出に重きを
置いている。このような言語感覚の違いが日
本人の英語使用にも影響を与えていること
が想定される結果となった。 
 
3)日本人英語の innovation A、B の抽出 
 英語の理解力や知識が必ずしも英語の流
暢さにつながっていないことが日本人英語
の特徴である。国際的な学習者コーパス
ICNALE-spoken を用いて日本人の口語英語
使用を英語母語話者や、アジア諸国の非母語
話者英語の特徴と比較した結果、1 分間にお
ける英語母語話者の発話量の平均が 153.28
語、Outer Circle（ESL）圏に属するアジア
人大学生が 126.4～145.58 語、Expanding 
Circle(EFL)圏に属するアジア人大学生の発
話量が 65.53～111.04語であったのに対し、
日本人大学生の英語発話量の平均が 69.28語
であり、韓国についで最も少ない語数である
ことが判明した。 

表１発話量に基づく発話者のグループ化 
 

Expanding Circle の諸英語に共通する英
語特徴を innovation A、日本語や日本文化を
反 映 す る 日 本 人 英 語 固 有 の 特 徴 を
innovation B と仮定すると、前者には、単
数・複数語尾の消失などにみられる「簡略化」、
語彙選択における「上位語」の多用、使用語
彙数の少なさ、その他の共通特徴がみられる。 
本研究では、innovation Bの具体例の抽出
を目的に、日本の高校英語教員 19 人による
英文エッセイの分析を行った。また、二人の
英語母語話者によるコメントの分析を通し
て、日本人英語に共通すると思われるいくつ
かの文法・語用論的特徴の確認を行った。分
析 対 象 と な っ た 各 英 文 エ ッ セ イ の
intelligibilityは確保されていたが、以下の①
②③において英語母語話者が「曖昧さ」や違

和感を感じており、それが innovation Bの表
出でもあることが判明した。 
①意味限定の弱さ 
高コンテクスト言語の日本語と低コンテク
スト言語の英語では、情報の「限定度・明確
さ」への感じ方に相違があり、それが日本人
英語の「情報不足感」を生む一つの要因と思
われる。日本語では自然であっても、英語に
なると意味が十分に限定されていないと感
じられる事例が分析資料にかなり見られた。 
②「格」概念の希薄さ 
英文法の「格」概念は、動作主と被動作主の
関係や、原因結果関係を基軸とする英語にお
いて不可欠な要素であるが、日本人英語にお
いては周辺化されることもある。 
（例：The man I talked to. The man I 
talked about.の toや aboutが消え,The man 
I talked yesterday.になる） 
③共感表現の多用 
日本語は共感性を重視する言語であり、
「ね・よ・だ」等の終助詞を共感表現として
多用するが、英語ではむしろ「呼称」を多用
するなど,日英語の共感表現には相違がある。
日本人英語では、終助詞の機能を付加疑問表
現に持たせる傾向が見られた。また、日本人
の口語英語と文章英語にも相違があり、文章
英語では I thinkなどのモダリティ表現の多
用が見られた。 
ノンバーバルコミュニケーションでは、日
本人が「うなずき」を用いて話し手への共感
を示すのに対し、英語の nodding は turn 
taking を迫る失礼な行為に見えるという食
い違いがある。しかし「うなずき」が日本人
英語のコミュニケーションにおいて重要な
役割を持つことなども innovation Bとして、
認知されるべき点であるといえる。 
・二つの日本人英語 
日系米人の英語の一部において文末に
「ね・よ」などが付加されることがあるとい
う事実にも、心理的必然性があることがわか
る。日本人が英語を自分化する過程では、
innovation Bを含む日本人の感覚に沿う「普
段着の英語」と、国際通用度を重視する「改
まった英語」との場面による使い分けが有用
ではないかと思われた。 
 
4）国際英語論の英語学習への効果 
国際英語論が日本人の英語学習に与える
教育効果については、日本人大学生 587 人を
対象に意識調査を行い、国際英語論の学習経
験を持つ大学生 68 人の「英語学習への信頼
（57.1％）」「英語学習への意欲（90.0％）」「英
語力への自信（27.5％）」「多言語学習の必要
性への認識（54.3％）」などでの肯定的態度
が、その他の学生との比較において顕著に高
いことが確認された。その一方で、母語話者
英語への憧れの意識は国際英語論の学習の
有無に関係なく高い傾向が見られた。 
 
５．主な発表論文等 

タイプ 語 数 
対 母 語 話

者比率（%） 
国・地域 

ENS 153 100 母語話者 

ESL 

146 95.4 シンガポール 
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パキスタン・香

港 

125-126 81.7-82.4 
フィリピン・香

港 

EFL 

106-111 69.3-72.5 
中国・インドネ

シア 

88-91 57.5-59.5 台湾・タイ 

66-69 43.1-45.1 日本・韓国 
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